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　クラウドサービスの進展に伴い、今後、データ
センターのような大型コンピューターシステムに
おける消費電力の大幅な増加が見込まれている。
例えば、データセンターで消費される電力の約
40% は、IT 機器冷却のための空調に用いられてお
り、空調効率の改善による省エネルギー対策が求
められている。
　2011 年 10 月、（株）富士通研究所の研究グループ
は、CPU（中央演算処理装置）から発生する廃熱
を利用し、サーバールームの冷却に使用する冷却
水を製造する技術を開発したと発表した1、2）。廃熱
を利用して冷却水を生成する装置としては吸着式
ヒートポンプが知られているが、廃熱による水温
が 65℃ よりも低く、かつ、CPU 処理の負荷が変動
するために、温度が一定でない CPU 廃熱は利用さ
れていなかった。今回は、新素材の吸着剤および
廃熱水の流量制御技術を開発することで、廃熱水
温が 55℃ 以下での冷却水の製造に成功した。この
技術により、未利用の CPU 廃熱から製造した冷却
水を空調装置に用いることで、データセンターの
消費電力が最大で約 20% 削減可能になる。
　吸着式ヒートポンプは、減圧容器内の吸着材が
周囲の水蒸気を吸着すると、蒸気圧が一定になる
ように冷媒の水が蒸発する際に発生する気化熱を
利用した冷却装置である。室温での吸着剤への水
の吸着と、高温での乾燥のサイクルを繰り返すこ
とで、連続的に冷却水が製造される。原理的に水
の吸着と脱着の反応のみであり、フロンは不要で
ある。循環水ポンプ以外の電力も必要とせず、低
消費電力で動作できるという特徴もある。今回発
表の技術では、水を吸着して吸着力が低下した吸
着剤の乾燥再生に CPU の廃熱を利用している。
　研究グループでは、独自の吸着剤の新素材開発
も行い、酸化剤を用いて親水化した活性炭を用い
ることで、室温における水の吸着性能と 55℃ で
の乾燥性能の双方を向上することに成功した。ま
た、CPU の温度は負荷により変動するため、連続
的な冷却水の製造には、廃熱水の温度を吸着剤が
乾燥できる温度範囲に維持する必要がある。今回
は、CPU の負荷に合わせて、廃熱水の流量をコン
トロールすることで、温度を所定の範囲に保つこ
とを可能とした。CPU の廃熱を利用して得た温水
（40～55℃）と常温の水（25℃）との温度差を利用
し熱交換によって吸着式ヒートポンプを動作させ、
冷却水（15℃）を製造できる（図表参照）。これら
の技術の適用により、冷水製造装置へ入力された
廃熱量を 100% としたとき、最大で 60% の熱量に
相当する冷水出力が得られる。
　研究グループでは、2014 年頃のデータセンター
への適用を目指して、さらに、大規模化・スペー
ス効率の向上・信頼性の向上などを進めている。
この技術は、工場・オフィスビル・太陽熱発電シ
ステムなどデータセンター以外でも、未利用の低
温廃熱活用への展開が期待されている。
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